
無断転載・複写禁止　㈱日刊工業新聞社

2014年11月11日　火曜日　23面掲載 匡罰来Ji賓婁二E干日Eヨ

オ
ハ
ラ
〈
金
沢
市
、
小
原
繁

社
長
、
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・
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8
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5
7
2）
は
、
プ
リ
ン
や
ゼ
リ

ー
、
こ
ん
に
ゃ
く
な
ど
の
食
品

メ
ー
カ
ー
。
自
社
ブ
ラ
ン
ド
の

ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
や
レ
ス
ト
ラ
ン
向
け
の
O
E

M
〈
相
手
先
ブ
ラ
ン
ド
）
商
品

な
ど
も
手
が
け
る
。

2
0
1
4年
2
月
期
の
売
上

高
は
9
億
9
0
0
0万
円
。
唯

一
の
生
産
拠
点
で
あ
る
津
幡
工

場
は
、
加
熱
や
冷
却
な
ど
熱
を

使
う
工
程
が
多
く
「
エ
ネ
ル
ギ

ー
使
用
量
削
減
や
稼
働
時
間
短

縮
を
常
に
意
識
し
て
い
る
」

〈
三
池
省
吾
工
場
長
）
と
強
調

し
競
争
力
を
高
め
て
き
た
。

同
工
場
で
は
日
年
、
容
器
や

袋
に
端
境
し
た
食
品
を
加
熱

殺
菌
し
た
後
に
冷
却
す
る
工
程

に
用
い
る
空
冷
式
J

ナ
ラ
！
を
、

あ
た
っ
て
は
、

を
受
け
た
と
い
F70

口
7
口

トポンプチラー
の
た
め
低
温
の
方
に
合
わ
せ
ざ

る
を
得
て
余
分
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
使
っ
て
い
た
。

さ
ら
に
、

食品冷却にヒー
て
い
た
。

津幡工場に導入した空冷ヒートポンプチラー

【
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】
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川
県
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幡
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ヘ
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プ
リ
ン
、
ゼ
リ
I
、
こ
ん
に
ゃ
く
な
ど
マ
年
間
エ
ネ
ル
ギ

ー
使
用
量
〈
日
年
8
月
ま
で
の
1
年
間
）

U
約
3
8
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M
〈
原
油
換
算
）
マ
年
間
C
0
2
排
出
量
〈
同
）

U
約
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Q
u
n
u
lン

ょ
っ
三
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4
J

ナ
J

空
冷
式
チ
一
ブ
l
に
比

べ
て
熱
交
換
の
ス
ピ
ー
ド
が
速

く
、
簡
単
に
温
度
が
切
り
替
え

ら
れ
る
。
プ
リ
ン
、
ゼ
リ
ー
や

こ
ん
に
ゃ
く
を
同
時
に
生
産
す

る
時
は
冷
却
槽
を
プ
リ
ン
に
合

わ
せ
て
7
度
C
に
保
つ
が
、
ゼ

リ
ー
や
こ
ん
に
ゃ
く
だ
け
の
時

は
却
お
度
C
に
設
定
で
き
る

冷
却
槽
の
温
度
管
理
も
可
能
に

ン
プ
チ
ラ
I
の
導
入
で
解
決
し

た
。
導
入
し
た
三
菱
電
機
製
チ

一フ
I
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効

率
係
数
を
示
す
C
O
P

係
数
）
が

4
・
0
以
上
と
高

い
。
負
荷
変
動
に
追
従
し
て
圧

縮
機
の
周
波
数
や
フ
ァ
ン
の
回

転
数
を
制
御
、
常
に
C
O
Pが

最
大
に
な
る
よ
う
に
稼
働
す

る
。
温
度
の
設
定
機
能
も
あ

り
、
容
量
1
万
5
4
0
0
Mの

冷
却
槽
の
温
度
管
理
も
可
能
に

よ
う
に
な
っ
た
。
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
も
循
環
す
る
水
中
の
不
純
物

を
取
り
除
く
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
を

年
1
回
交
換
す
る
だ
け
に
な

り
、
作
業
負
担
が
軽
く
な
っ

た。
試
算
で
は
年
間
1
0
0万
円

の
電
気
代
が
削
減
で
き
る
。
た

だ
実
際
は
、
省
エ
ネ
で
浮
い
た

電
気
容
量
を
生
か
し
て
電
気
オ

ー
プ
ン
な
ど
を
増
強
。
「
電
力

会
社
と
の
契
約
電
気
容
量
を
変

更
せ
ず
増
強
で
き
た
」
〈
同
）

と
説
明
す
る
。

今
後
は
夜
間
電
力
を
活
用
し

た
蓄
熱
冷
却
シ
ス
テ
ム
や
殺
菌

工
程
用
ヒ
I
ト
ポ
ン
プ
の
導
入

を
検
討
。
殺
菌
槽
の
容
量
は
冷

却
槽
よ
り
大
き
い
1
万
5
6
0

0
Mで
、
実
現
す
れ
ば
省
エ
ネ

効
果
は
高
い
と
見
て
い
る
。

（
金
沢
支
局
長
・
市
川
哲
寛
）


